（様式）
農業経営改善計画認定申請書
平成　　年　　月　　日

身延町長　様

　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　住　所　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名＜名称・代表者＞　　　　　　

（印）

電話番号

生年月日　　　年　　月　　日生　（　　歳）

＜法人設立年月日　　　年　　月　　日設立＞
　農業経営基盤強化促進法（昭和５５年法律第６５号）第１２条第１項の規定に基づき、次の農業経営改善計画の認定を申請します。　　

	農　業　経　営　改　善　計　画

	①目標とする経営類型

	

	②経営改善の方向の概要


	

	
	(年間農業所得及び年間労働時間の現状及び目標)

	
	
	現状
	目標(　　年)

	
	年間農業所得
	　　　　　　　千円
	　　　　　　　千円

	
	年間労働時間
	　　　　　　　時間
	　　　　　　　時間

	③農業経営規模の拡大に関する目標
	作目・部門名
	現　　　状
	目　　　標（　　年）

	
	
	作付面積

飼養頭数
	生産量
	作付面積

飼養頭数
	生産量

	
	
	
	
	
	

	
	経営面積合計
	
	
	
	


	③農業経営規模の拡大に関する目標
	区分
	地目
	所在地

（市町村名）
	現　　状
	目標（　　　年）

	
	所有地


	
	
	
	

	
	借入地


	
	
	
	

	
	特定作業受託


	作　　目
	作　　業
	現　　状
	目標（　　　年）

	
	
	
	
	作業受託面積
	生産量
	作業受託面積
	生産量

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	作業受託
	作業受託


	作　　目
	作　　業
	現　　状
	目標（　　　年）

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	単　　純　　計
	
	

	
	
	換　　算　　後
	
	

	
	農畜産物の加工・販売その他の関連・附帯事業
	事業名
	内　容
	現　　状
	目標（　　　年）

	
	
	
	
	
	

	④生産方式の合理化の目標
	機

械

・

施

設
	機械・施設名
	形式、性能、規模及びその台数

	
	
	
	現　　状
	目標（　　　年）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	農 利

用 用

地 条

の 件
	現　　状
	目標（　　　年）

	
	
	
	

	
	作 合

目 理

・ 化

部 の

門 方

別 向
	作目・部門名
	現　　状
	目標（　　　年）

	
	
	
	
	


	
	現　　状
	目標（　　　年）

	⑤経営管理の合理化の目標

	
	

	⑥農業従事の態様等の改善の目標

	
	

	⑦目標を達成するために取るべき措置


	経営改善の目標
	措　　　　　　　置

	
	
	


	参考

経営の構成
	氏　　名

(法人経営にあっては役員の氏名）
	年齢
	代表者との続柄(法人経営にあっては役職)
	　　　現　　状
	　　見　通　し

	
	
	
	
	担当業務
	年間農業従事日数（日）
	担当業務
	年間農業従事日数（日）

	
	
	
	（代表者）
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	雇用者
	常時雇（年間）
	実 人 数
	現状
	人
	見通し
	人

	
	臨時雇（年間）
	実 人 数
	現状
	人
	見通し
	人

	
	
	延べ人数
	現状
	人
	見通し
	人

	

	（参考）

他市町村の認定状況
	認定市町村名
	認定年月日
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	


（記入例）
農業経営改善計画認定申請書

平成○○年〇○月○○日

身延町長　様

　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　住　所　身延町○○○○○○番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名＜名称・代表者＞　　　　　　

○　○　○　○　○（印）

電話番号　○○○○－○○-○○○○
生年月日　○○年〇○月○○日生　（○○歳）

＜法人設立年月日　　　年　　月　　日設立＞
　農業経営基盤強化促進法（昭和５５年法律第６５号）第１２条第１項の規定に基づき、次の農業経営改善計画の認定を申請します。　　

	農　業　経　営　改　善　計　画

	①目標とする経営類型
	水稲＋野菜＋果樹

	②経営改善の方向の概要


	・これまで主として妻と二人で水稲を主体に野菜（きゅうり）、果樹（りんご他）との複合経営を行ってきた。

・近年、周辺の農家から農地の委託要請が増大し、息子が経営に参加予定なので、水稲と野菜部門の拡大を図りたい。

・新たに減反で枝豆を導入し、減反の有効活用と所得向上を目指したい。

	
	(年間農業所得及び年間労働時間の現状及び目標)

	
	
	現状
	目標(　５年)

	
	年間農業所得
	　　　○○○○○千円
	　　○○○○○千円

	
	年間労働時間
	　　　○○○○時間
	　　　○○○○時間

	③農業経営規模の拡大に関する目標
	作目・部門名
	現　　　状
	目　　　標（　５年）

	
	
	作付面積

飼養頭数
	生産量
	作付面積

飼養頭数
	生産量

	
	水稲

(委託：秋作業)

きゅうり(路地)

きゅうり(ﾊｳｽ)

りんご

もも

枝豆（減反）

(○○年導入)

	200a

15a

5a

80a

10a

－
	10,800kg

12,000kg

3,750kg

16,800kg

1,200kg

－
	450a

20a

10a

40a

40a

30a
	25,650kg

16,200kg 

7,800kg 

8,800kg

6,000kg 

1,650kg

	
	経営面積合計
	310a
	
	590a
	


	③農業経営規模の拡大に関する目標
	区分
	地目
	所在地

（市町村名）
	現　　状
	目標（　５年）

	
	所有地


	田

(減反含む)

畑
	○○

○○
	286a

120a
	400a

120a

	
	借入地


	田

(減反含む)

畑
	○○

○○
	
	240a

	
	特定作業受託


	作　　目
	作　　業
	現　　状
	目標（　５年）

	
	
	
	
	作業受託
面積
	生産量
	作業受託
面積
	生産量

	
	
	水稲
	代かき･田植え･秋作業
	100a
	5,400kg
	100a
	5,700kg

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	作業受託
	作業受託


	作　　目
	作　　業
	現　　状
	目標（　５年）

	
	
	
	水稲
	代かき

田植え

刈取脱穀

乾燥調製
	100a

100a

100a

100a
	200a

200a

200a

200a

	
	
	単　　純　　計
	400a
	800a

	
	
	換　　算　　後
	100a
	200a

	
	農畜産物の加工・販売その他の関連・附帯事業
	事業名
	内　容
	現　　状
	目標（　５年）

	
	
	
	
	
	

	④生産方式の合理化の目標
	機

械

・

施

設
	機械・施設名
	形式、性能、規模及びその台数

	
	
	
	現　　状
	目標（　５年）

	
	
	トラクター
	○ps　　　○台
	○ps　　　○台

	
	
	田植機
	○条植　　○台
	○条植　　○台

	
	
	コンバイン
	○条刈　　○台
	○条刈　　○台

	
	
	乾燥機
	○石　　　○台
	○石　　　○台

	
	
	軽トラック
	　　　　　○台
	　　　　　○台

	
	
	防除機
	○台
	○台

	
	
	ハウス
	○×○間　○棟
	○×○間　○棟

	
	農 利

用 用

地 条

の 件
	現　　状
	目標（　５年）

	
	
	20a　田んぼが4・5ヶ所に点在

	2・3ヶ所に集積したい

	
	作 合

目 理

・ 化

部 の

門 方

別 向
	作目・部門名
	現　　状
	目標（　５年）

	
	
	水稲

きゅうり

りんご

もも
	追肥の回数が多い

病気がつきやすい

晩生の品種が多い

品種に偏りがある
	緩効性肥料の投入による省力化

抵抗性品種の導入

中生品種の導入

優良品種の選抜及び導入


	
	現　　状
	目標（　５年）

	⑤経営管理の合理化の目標


	・経営の状況をしっかり把握していない。

・作目ごとの経営把握をしていない。
	・経営と家計の分離を図る。

・パソコンを利用し、経営分析を行いたい。

	⑥農業従事の態様等の改善の目標


	・決まった休みをもたない。

・役割が決まっていない。

・後継者である、息子の手伝いが不定期。
	・休日制を導入する。

・役割分担の明確化。

・家族経営協定の締結。

・繁忙期の臨時雇用の確保。

	⑦目標を達成するために取るべき措置


	経営改善の目標
	措　　　　　　　置

	
	規模拡大

農地集積

生産方式の合理化

経営管理の合理化
	・条件のより農地を斡旋してもらう。

・団地化できるよう、購入地、作業受託や借入地をできるだけ現在の周辺に集積する。

・側条施肥による品質向上を目指す。（水稲）

・抵抗性品種の導入により、農薬散布回数を少なく省力化する。（野菜・りんごなど）

・わい化樹へ改植をすすめ、省力化を図る。（果樹）

・肥培管理を徹底し、高品質の生産を目指す。

・中生と晩生品種の組み合わせにより、労働力の平準化を目指す。

・優良品種の導入により、所得の向上を図る。

・（家族で）税務及び経営講座等に参加して、複式簿記を取得し、青色申告を実施する。


	参考

経営の構成
	氏　　名

(法人経営にあっては役員の氏名）
	年齢
	代表者との続柄(法人経営にあっては役職)
	　　　現　　状
	　　見　通　し

	
	
	
	
	担当業務
	年間農業従事日数（日）
	担当業務
	年間農業従事日数（日）

	
	身　延　太　郎
	○○
	（代表者）
	農業全般
	280
	農業全般
	250

	
	花　子
	○○
	妻
	農業全般
	250
	
	0

	
	一　郎
	○○
	子
	経理
	30
	農業全般
	150

	
	姫　子
	○○
	子の妻
	
	0
	経理
	100

	
	二　郎
	○○
	子の子
	
	0
	
	0

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	雇用者
	常時雇（年間）
	実 人 数
	現状
	○○人
	見通し
	○○人

	
	臨時雇（年間）
	実 人 数
	現状
	○○人
	見通し
	○○人

	
	
	延べ人数
	現状
	○○人
	見通し
	○○人

	

	（参考）

他市町村の認定状況
	認定市町村名
	認定年月日
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	


